
豊浦町 

 
9328 遠山 駿仁 

 
１. 豊浦町の概要 

 
※山口県と新潟県にも「豊浦町」があり、姉妹都市となっ

ている。また、町花は菊、町木は梅である。 

 
1.1 地名の由来 

 地名の由来は、農産物・水産物が豊で内浦湾に面してい

ることからである。かつては、弁辺と呼ばれていたが改名

され豊浦町となった。 
 北海道はアイヌ語が地名の由来になっていることが多い

が豊浦町は違う。 

 
1.2 歴史 

 江戸時代の記録にはアイヌ人が居住していたとの記載が見

られる。 
 北海道で本土からの移民が増加し始める明治 20年代に豊
浦町でも内陸部の開拓に伴い、宮城県からの団体移民を受け

入れる。また明治 40年には大洪水で被災した入植団など町
域の各地に和人が移民したが、どれも定着には至らなかった。 

 
         表 1 簡易年表 

1882年 弁辺村・礼文村が虻田郡各村戸長役場の管轄となる 

1902年 弁辺村と礼文村が合併し、二級町村制弁辺村となる 

      虻田村（今の洞爺湖町）との組合役場設置 

1909年 虻田村との組合役場解消 

1932年 豊浦村に解消 

1947年（昭和 22年）7月 1日 町制施行により、豊浦町になる 
2005年 虻田町・洞爺湖町との合併協議を進めるも、合併の是非を問う住民投票で反

対多数という結果を受け、合併協議会から離脱。 

参考：ウィキペディア 

2. 地理・気候 

図２ カントリーサイン 

 

出典：なまら北海道HP 

図１ 町章 

出典：豊浦町HP 



2.1 位置 

 胆振支庁の西部で東経 140度 45分、北緯 42度
33分に位置する。周囲は 70．558キロメートル
で、面積は 281．774平方キロメートルに及ぶ。
洞爺湖町・ニセコ町・真狩村・黒松内町・蘭越町・

長万部町に隣接している。 
南側は内浦湾に面しており断崖が多く、北側は山

林地帯となっている。 
室蘭市からは車で 1時間、札幌からは車で 2時間
ほどに位置している。 

 
2.2 気候 

 対馬海流の影響をうけ、北海道にありながら四

季を通して比較的温暖な気候に恵まれている。春の訪れは早く、夏の蒸し暑さはなく、さわ

やかで安定した気候の秋が続いた後、冬は大陸からの寒気の影響が小さく、山間部の一部を

除き温暖で降雪量も少ない。 

 

3. 人口と世帯数の推移 

 豊浦町の人口は昭和 35年の 10439人をピークに年々減少の一途を辿り、平成 21年 6月
30現在の豊浦町役所の発表によると 4608人となっている。しかし、世帯数は 2000世帯前
後でほぼ安定しており、それに伴い一世帯あたりの人数が減少している。平成 20年には 2
人程度にまで減少しており、核家族化が著しく進行している。さらに高齢者（65歳以上）の
人口は右肩上がりに増え続け、平成17年における高齢化率は31.6％と高い値になっており、
過疎化と少子高齢化が進んでいる。 

グラフ1　豊浦町における人口と世帯数の推移
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資料：北海道庁ＨＰ 

図 3 豊浦町の位置 

出典：胆振支庁ＨＰ 



グラフ2　豊浦町における高齢者人口と高齢化率
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資料：豊浦町自立計画書 

 

4. 豊浦町の産業 

 第 3次産業が 46％の占める割合が最も高いが、第 1次産業が 32％と北海道の平均
（7.7％）を大きく上回っており、農業・漁業が基幹産業となっている。 

 
資料：豊浦町自立計画書 

 就業者数は平成 2年の 2805人に対し、15年後の平成 17年では 1746人と 37.8％減
少しており、産業別割合での減少率で見ると第 1次産業が 38.5％と著しくなっている。
また、この問題と少子高齢化の問題が合わさり農業・漁業の後継者難が深刻になってい

る。 

 

グラフ 3 豊浦町における産業別就業者割合 
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グラフ4　産業別就業者割合の推移
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資料：豊浦町自立計画書 
4.1 豊浦町の農業 

 豊浦町の農業は水稲、馬鈴薯、イチゴの他にも乳牛、肉牛、豚の生産に力を注いでお

り、近年は花きの栽培にも積極的に取り組んでいる。イチゴの名産地として有名である

が、やわらかく品質の良い豚肉も人気があり、そして浅葱は全道一の生産量を誇ってい

る。 
 また町全体での農業への取り組みも進んでいる。小人数・低コストで市場競争力のあ

る特産物を生産する各種設備の整備や集出荷体制の整備、また水産の特産物と合わせて

観光と組み合わせた高付加価値化など特産品の開発や改良を進め、商工業者などとの異

業種間交流なども含めた連携・支援体制づくりに努めている。 

図 5 馬鈴薯の収穫 

 

図 4 豚 

 
出典：豊浦町ＨＰ 

図 6 雪蔵貯蔵施設 

 
出典：ＪＡとうや湖ＨＰ 

図 7 雪蔵物語のマーク 

 
出典：ＪＡとうや湖ＨＰ 



 さらに、豊浦町を含むＪＡとうや湖では商用電力を軽減し、省エネルギー・二酸化炭

素の排出量を抑制することを目的に雪蔵野菜施設を設置。雪蔵で貯蔵した野菜は低温順

化して糖度が増す。また、溶け出した雪水が貯蔵庫内の湿度を一定に保ってくれるので

作物の表面の乾燥を防げ、品質を保てる。 
 雪蔵での貯蔵野菜を雪蔵物語として販売していく。雪蔵じゃがいも、雪蔵にんじん、

雪蔵だいこん、雪蔵キャベツなどがある。 
 3、人口のところでも触れたが、豊浦町の第 1次産業の後継者難が深刻になっている。
総人口も減少しているが総人口に対する農業就業者の割合も大きく減少している。また、

農業就業者人口のほとんど（男女とも）が 50代以上のお年寄りが占めており、若者の
農業離れが読み取れる。 

グラフ5　総人口に占める農業就業者の割合のここ10年間の
推移
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資料：ＨＰ「市町村の姿」 
4.2 豊浦町の漁業 

 豊浦町の漁業はホタテの養殖、カレイ漁を主とする。この他にはサケ、カニ、ウニな

どが水揚げされている。特にホタテが中心で豊浦町の漁業者の約 7割がホタテの養殖に
関わり、ホタテが全漁獲量の 8割を占めている。また、豊浦町礼文華は噴火湾における
ホタテの養殖の発祥の地である。 

図 9 ホタテの加工風景 

 
出典：豊浦町ＨＰ 

図 8 カニ 

 
出典：豊浦町ＨＰ 



 さらに、サケの稚魚放流、アワビの種苗・ウニの種苗の放流、噴火湾胆振地区漁業振

興推進協議会が中心となって進めているマツカワの稚魚放流、ホタテの養殖など育てる

漁業への転換にも力を入れている。また、農水産物の付加価値を高める支援施設として

運営する地域産業創造センター「クリエート」を中心とした新しい商品の開発・販売を

行なっている。 
 3、人口のところでも触れたが、豊浦町の第 1次産業の後継者難が深刻になっている。
漁業世帯数も漁業就業者数もここ 10年間でどちらも減少を続けている。 

 

グラフ6　漁業世帯数・就業者数のここ10年間の推移
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資料：ＨＰ「市町村の姿」 
 また、漁業就業者数を年齢別で見ると、50代以上のお年寄りの割合が 50％超えてお
り、これからを担っていく 10～20代の若者の割合が 9％と著しく低い数字となってい
ることから深刻な後継者問題が読み取れる。 

図 11 「クリエート」外観 

 
出典：豊浦町ＨＰ 

図 10 ホタテの養殖風景 

 
出典：豊浦町ＨＰ 



グラフ7　年齢別の漁業就業者数
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資料：ＨＰ「市町村の姿」 

5. 観光 

 

5.1 豊浦町のイベント 

 �いちご豚肉まつり 

 いちご豚肉まつりは毎年 6月上旬に開催される豊浦町の夏のオープニングイベント。
豊浦町を代表する特産物である新鮮ないちごとおいしい豚肉をはじめとする豊浦町の農

水産物の即売会のほか、マーチングバンドやブラスバンドの演奏もある楽しいイベント。 
 �豊浦漁港豊漁まつり 

図 12 いちご豚肉まつりの風景 

 
出典：豊浦町ＨＰ 

図 13 豊浦漁港豊漁まつりの風景 

 
出典：豊浦町ＨＰ 



 豊浦漁港豊漁まつりは毎年魚に脂がのっておいしくなる秋、10月の第一日曜日に開催
されるおいしい海の味覚の祝祭。大人気のサケのつかみ取りのほか、秋サケのチャンチ

ャン焼きやジャンボ鍋でつくられた浜鍋がふるまわれる。さらに、町民手作りの出店で

は海産物のほか秋の実りの農産物の即売会も行なわれる楽しいイベント。 

 �大岸冬まつり 
 大岸冬まつりは冬の寒さを吹き飛ばし、雪遊びを楽しむ北国ならではのまつり。雪像

や滑り台を一緒に作る作業が住民同士のコミュニケーションと連帯感を深める。また、

手作りの豚汁や甘酒が参加する人も、見物する人も全ての人の見も心も暖めてくれる楽

しいイベント。 
 

5.2 豊浦町の観光スポット 

 豊浦町には、海浜公園やインディアン水車公園、森林公園など海や川などの自然の中

で遊べる公園やキャンプ場が数多くある。また、文学碑公園、カムイチャシ史跡公園な

ど多くの史跡や伝説が残されており、歴史を感じられる。ほかにも、噴火湾展望台やボ

ンベツの滝などバラエティに富んだ観光スポットがある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 14 大岸冬まつりの風景 

 

出典：豊浦町ＨＰ 

図 17 文学碑公園 

 
出典：豊浦町HP 

図 18 噴火湾展望台 

 
出典：豊浦町HP 



 
参考ＨＰ 
・豊浦町役場ホームページ 

http://www.town.toyoura.hokkaido.jp/ 
・市町村の姿 グラフと統計で見る農林水産業 

http://www.tdb.maff.go.jp/machimura/map/map1.html 
・フリー百科事典ウィキペディア 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B1%8A%E6%B5%A6%E7%94%BA 
・北海道発、北海道ポータルサイト なまら北海道 

http://www.namara-hokkaido.net/city/?cid=32 
・北海道胆振支庁ホームページ 

http://www.iburi.pref.hokkaido.lg.jp/ 
・ＪＡとうや湖 

http://www.touyako.jp/ 
・北海道庁ホームページ 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/index 

図 19 海浜公園 

 
出典：豊浦町HP 

図 20 森林公園 

 
出典：豊浦町HP 

図 21 カムイチャシ史跡公園 

 

出典：豊浦町HP 

図 22 ボンベツの滝 

 

出典：豊浦町HP 


